
 第２回阪南地区薬薬連携研修会アンケート結果集計  

日時：平成24年3月17日（土）15:00～17:00 

場所：阪南市民病院 4階会議室  

参加者：計 30 名（薬剤師会 24名・阪南市民病院 薬剤部５名・その他 1名） 

 

【レビュー】保険薬局の薬剤師の立場から 

くるみ薬局 八田守也 

Ａ よくわかった          ７名 

Ｂ だいたいわかった        ５名 

Ｃ ふつう             ２名 

Ｄ あまりよくわからなかった    １名 

Ｅ わからなかった 

 

感想 

・八田先生と同様な状況です。 

・薬局薬剤師としては同じです。 

・実際薬局が行っている検査方法、患者様に説明の指導内容を説明してほしかった。 

・検査値だけでなく、どんな注射をしたのかなど、診療の内容がわかればいいのにと思うことがよくあ

る。 

 

【レビュー】病院薬剤師の立場から 

阪南市民病院 薬剤部 中埜 晴美 

Ａ よくわかった          ６名 

Ｂ だいたいわかった        ５名 

Ｃ ふつう              

Ｄ あまりよくわからなかった    １名 

Ｅ わからなかった 

 

感想 

・腎機能低下の程度がどのくらいなのかわからないので、薬剤の服用をどのように話して良いか気にな

っても対応はそのままで終わってしまう。 

・服薬指導の際、腎機能低下を経験しています。また、指導を見直したいと思います。 

・腎機能の重要性がよくわかった。クレアチニンの必要性。 

・腎臓の働きが大切だと思いました。 

 

 

 

 



【特別講演】「検査値に親しむ」 

阪南市民病院 総合内科 副医長 北 和也 

 

Ａ よくわかった         １１名 

Ｂ だいたいわかった        ５名 

Ｃ ふつう 

Ｄ あまりよくわからなかった 

Ｅ わからなかった 

 

感想 

・患者様から検査値について聞かれる時は「お医者様は、少し高いもしくは低いが大したことはない大

丈夫と言われたが、心配ないでしょうか」という聞かれ方をすることが多いので、非常に返答に困り

ます。先生の判断に異なることも言えませんので、検査値はあくまで目安です。1度の検査で判断でき

ない場合あるいは、専門の先生にみてもらうなど他の検査が必要な場合もありますので相談して下さ

いと答えていますが、心配させすぎてもダメかと思うので難しいです。 

・検査値を見ることがあまりなかったのですが、今後もっと勉強していきたい。 

・今回と同じような形式でまた勉強させて下さい。 

・総合的に考えることのむずかしさを教えてもらいました。ありがとうございます。 

・検査値それぞれの単語を自分自身もっと慣れ、もう少し深くしらなければならないと思いました。今

日のお話はとても参考になりました。 

・患者様からの質問にどこまで話すかということを改めて考えますが、今日の話はいいお話でした。 

・検査値だけでは判断できない、するのは危ないことがわかった。薬局でも患者さんには断定的な話は

しないように気をつけたい。 

・検査を見てすぐに判断できる医師はすごいと思った。トータルで検査値を判断できたら、患者への指

導ができて、メリットのある服薬指導ができる。今後の目標になる。 

・検査値だけでは判断は難しいなあと思いました。どんな質問にもすぐに答えれるのが、総合内科だな

あと思いました。 

・わかりやすい講義でした。明日からの投薬に役立てたいと思います。 

・楽しいお話でよかったです。 

「患者の話をよく聞く」というのが最後にもっとも重要とされているとおっしゃいました。来局されて

から出て行かれるまで全てを見守っている地域薬局としては、市民病院の先生がそれをおっしゃった

ことがとても心強かったです。 

・検査値が大事だということがよくわかりました。患者様から検査値をお聞きした時に少しでもわかる

ように努力したいと思いました。 

 

 

 



今後企画して欲しい内容 

検査値について 続きが聞きたい（3名） 

阪南市民病院の医師のお話 

皮膚疾患について 

お薬手帳の活用について 

妊婦・授乳婦に対する薬剤投与に関して 

添付文書の見方 

 

開催日について 

木曜日  ２名     

土曜日  １７名    

 

 

アンケートの記載ありがとうございました。 

日程に関しては土曜日の 15 時からの希望が多いので、引き続き同じ時間で継続します。 

次年度は泉南薬剤師会及び阪南市民病院共に学生実習を受け入れる予定です。 

学生も研修会に参加できるように実習期間中の日程で研修会を開催する予定です。 

地域で実習生の指導を一緒に実行できればと薬薬連携推進協議会で話をしています。 

今後も阪南地区薬薬連携推進協議会にて皆様の御意見を次回の研修会開催への参考にさせて頂きます。 

次回の研修会は 2012年 6月頃を予定しています。引き続き御参加よろしくお願い致します。 

阪南地区薬薬連携推進協議会委員 


